
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

        

                                 写真：四浦半島「河津桜」 

 

 

                                     

 

         津久見市教育委員会 

平成２９年度 

津久見市学力向上施策 
～つくみっ子の夢を育む！～ 



平成２９年度 津久見市学力向上の取組                                 
 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   １               

現状・課題 

２． 新大分スタンダードに 

基づいた授業改善 

１． 学級づくり 

学習規律の確立 

つくみっ子の夢を育むために 

津久見市で統一した組織的な学力向上の取組が急務 

３．補充学習 （基礎・基本） 

弱点補強 

【平成２８年度全国学力・学習状況調査】 ※活用問題・Ｂ問題が課題※ 

(小６) 算数Ａ以外は全国平均を下回る。     

     (中３) 国語Ｂ・数学Ａで全国平均を上回る。  

【平成２８年度大分県学力定着状況調査】 

(小５) 国語・算数ともにすべての項目において全国平均を上回る。 

(中２)  国語・理科の活用が全国平均を下回る。その他は全国平均を上回る。 

【平成２８年度津久見市学力調査】 

     (小１～６) 国語・算数ともにすべての学年・教科で全国平均を上回った。 

           （昨年同様、大幅に伸びている。） 

     (中１～２) 中１の数学・理科が全国平均を下回った。その他は全国平均を上回る。 

 
○大分県学力定着状況調査ならびに津久見市学力テストにおいて、小学校の成績が着実に向上し

てきている。中学校は、大分県学力定着状況調査において、国語・理科の活用問題以外は、全国

平均値を上回っており、小学校同様、力をつけてきているが、津久見市学力テストにおいては、

１年生の理数系に課題を残した結果となった。 

○各種学力調査において、学校間格差・学年間の格差が見られる。津久見市全体として新大分スタ

ンダードに基づいた授業改善に引き続き取り組んでいく必要がある。 

○活用型の問題を苦手としている児童生徒が多く、思考力、判断力、表現力を向上させるためにさ

らなる言語活動の充実が課題である。 

○学びに向かう集団づくり、共通の学習規律の徹底を図るため、学年間の連携を図り、共通の取 

組を進めていく必要がある。 

○低学力層の学力アップを進める具体的な方策を定め、早期に実行に移す必要がある。 

   

 



 

 

  

  

 

  

（１）学級開きの取組 ➡ 生活規律・学習規律の確立 

    ○「まちがうことは学習権」の価値観の徹底➡安心して発言のできる教室づくり 

    ○あたたかな関わり合い➡安心して学ぶことのできる学級づくり 

（２）Ｑ－Ｕ調査を活用した学級づくり 

    ○年間 2回のｈｙｐｅｒ－ＱＵ調査（小５・６年 中１・２年） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）「津久見市授業力向上プロジェクト２０１７」 

     プロジェクト［１］ 【授業視察】       ［２］ 【学力向上推進ＰＴの活用】 

［３］ 【学力向上に係る研修会】 ［４］ 【学びに向かう集団づくり】 

［５］ 【授業改善への挑戦】 

 

（２）「新大分スタンダード」の徹底 

 

                                           ２ 

１．学級づくり・学習規律の確立 

 

組織的な学力向上の取組 

      ・学級開きの取組➡生活規律・学習規律の確立 

      ・スタートカリキュラムの取組（小１・中１） 

・「津久見市授業モデル」「共通指導事項」「授業改善プラン」周知徹底 

・各校における「学力向上プラン」「授業改善５点セット」の作成 

      ・児童会・生徒会を中心とした「学習目標」「学習規律」づくり 

      ・Ｑ－Ｕ調査を活用した学級づくり（6月・11 月）  

  

   

 

 

 

２．授 業 改 善 

 

具

体

案 

主体的・対話的で 

深い学びを創造するために 

ポイント 



 

  

（３）授業改善ＰＤＣＡサイクルの確立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 （１）「つまずきを次年度に持ち越さない補充学習」の取組 

 （２）基礎基本の定着をはかる家庭学習の取組 

 （３）放課後や長期休業中を活用した補充指導の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  ３ 

 

・「全国学力・学習状況調査」「大分県学力定着状況調査」の結果分析および 

 改善に向けての方向性と具体的な取組の共通確認 

・授業改善計画に基づく授業改善５点セットの推進 

・各校における短期ＰＤＣＡサイクルによる検証と改善 

・「授業観察」「児童生徒による授業評価」に基づく各教科におけるＰＤＣＡ 

サイクルの確立 

 

 

【日常的な授業改善】 

◆管理職の授業観察・互見授業等実践 

◆授業観察シートの活用 

◆児童生徒による授業評価の活用 

具

体

案 

３．補充学習（基礎基本の定着・弱点補強） 

 

・「つまずきを次年度に持ち越さない補充学習」➡データベースの活用等 

      ・「津久見市学力調査」と連動させた基礎基本の定着・弱点補強の取組 

・「全国学力・学習状況調査問題」を活用した授業の実施➡３回以上 

・授業と連動した課題の提示  

   ・夏休み学力向上ステップアップ教室を小・中ともに５日間以上実施 

➡内容の工夫充実 

      ・冬休み中の基礎基本の定着・弱点補強を目指した適切な課題 

➡点検・指導 

      ・外部人材・講師の活用 

➡「夏の学習クラブ」「春の学習クラブ」（算数・数学５日間） 

・「放課後学習クラブ」（小学生希望者を対象・隔週水曜日）  

・「土曜寺子屋つくみ塾」（小学生を対象・月１回）実施 

具

体

案 

 



 

 

 

 

                                 

   

                  

                 

                 

                    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４                            

［プロジェクト１］【授業視察】 

優れた授業実践に学ぶため、各部会・各教科部員

を中心に視察を行う。 

○小学校各部会➡（国語・算数） 

○中学校各教科➡（国語・数学・英語） 

※先進地の授業実践を校内研修にて還流。 

※学力向上会議等での報告。 

 

［プロジェクト２］【学力向上推進ＰＴの活用】 

○公開授業（年 3回）の実施による授業スタイル

の普及。（新大分スタンダード・津久見市授業モデル） 

○各校での授業観察による授業者への指導助言。 

○校内研修・指導案審議に参加しての指導助言。 

○実践「指導案集」を作成し各校に配布 

○「小学校への乗り入れ授業」➡外国語活動 

［プロジェクト３］【学力向上に係る研修会】 

○全教職員参加のもと、県又は教育事務所指導

主事を招聘し、授業改善に係る講義を行う。 

○第１回➡各分科会（小学校学年別・中学校担当別）

において、指導案作成ならびに活用

問題作成等行う。 

○第２回➡各分科会において、学級経営ならび 

に授業力・生徒指導力向上の研修を

行う。 

 

指導案作成・検討を行う。 

いて、意識改革・授業力・生徒指導 

力向上の研修を行う。 

◆新たな授業の視点 

◆自己実践の振り返り 

◆新たな気づき  

◆意識改革 

◆教科部会の活性化 

◆各校において還流 

◆全教職員に周知徹底 

◆各校で実践 

◆授業改善の PDCA 

 

     

 

みんなで挑戦！ 

みんなで磨き合い！ 

みんなで学び合い！ 

    

授業力の向上 

     

  子どもたちの 

「わかった」「できた」の 

声が聞こえる授業へ 

  

学力向上 

   

子どもたちの夢に 

向かう力 

 

夢の実現へ 

［プロジェクト４］【学びに向かう集団づくり】 

○学級づくり・仲間づくりの研修推進（講義等） 

○集団づくり➡  「授業観察シート」の活用 

         「児童生徒による授業評価」 

○学習規律➡「共通指導事項」の徹底 

      津久見スタンダードの確立 

 

 ［プロジェクト５］【授業改善への挑戦】 

○「新大分スタンダード」に基づいた授業実践を 

 各校の互見授業にて全員が必ず行う。 

 

つ

く

み

っ

子

の

夢

を

育

む 

！ 

津久見市授業力向上プロジェクト２０１７ 
～つくみっ子の夢を育む～ 

 



 

 

 

各校におけるＰＤＣＡサイクルの確立   各教科におけるＰＤＣＡサイクルの確立 

               ＰＬＡＮ 

   「授業改善の５点セット」 

     授業改善テーマ・授業改善の重点 

      取組内容・取組指標・検証指標 

   

ＡＣＴＩＯＮ     ＤＯ 

  成果と課題の分析 取組内容・取組指標 

改善計画の立案     に基づく実践             

 

       ＣＨＥＣＫ 

取組指標・検証指標に基づく評価 

１．授業視察・公開授業参観 ➡Ｐ 

２．授業視察・公開授業参観の学びから 

    「授業改善テーマ」設定 ➡Ｐ 

３．授業実践 ➡Ｄ 

４．授業観察指導・事後研究会 ➡Ｃ 

     自己の振り返り・改善策づくり ➡Ｃ 

５．「児童生徒による授業評価」 ➡Ｃ 

     市学力調査等分析 ➡Ｃ 

     低学力層への手立てなどの 

さらなる授業改善策 ➡Ａ 

 

 

 

 

チーム構成 

○津久見市教育委員会学校教育課 課長・指導主事 

○学力向上支援教員（小学校国語）  青江小学校  山本 清子 教諭 

○習熟度別指導教員（中学校数学）  第二中学校  三木  裕 教諭 

（中学校英語）  第一中学校  門田 佳代 教諭 

Ｈ２９ 

ミッション 

1 学期 

 授業実践① 

 ＰＴに学ぶ 

2 学期 

 授業実践② 

 授業観察① 

 ＰＴによる指導助言 

3 学期 

 授業実践③ 

 授業観察② 

 ＰＴによる指導助言 

○授業における児童生徒の知識の定着と活用力の育成を図るため、津久見市の教職 

員の授業改善に取り組む。 

○「新大分スタンダード」基づく「問題解決的な展開の授業」「生徒指導の３機能を 

意識した「授業」や、津久見市における「習熟度別授業」のモデル作成に取り組

み、本務校ならびに訪問校にて「授業公開」を実施し、市内に実践を広める。 

○学校における補充学習及び家庭学習の支援に取り組む。 

◆年３回授業公開を行う。 

◆指導方法の工夫改善教員との連携と具体的な工夫改善への支援・指導。 

◆「共通指導事項」「授業改善プラン」を作成・提示する。 

◆各校校内研修・指導案審議に参加し、「新大分スタンダード」の徹底を図る。 

◆市学力向上に係る研修会各分科会（小学校学年別・中学校教科別）での指導 

案審議において指導助言を行う。 

◆低学力層への具体的なアプローチについて研究し、市内に発信する。 

◆「小中乗り入れ授業」（小学校外国語活動を中心に） 

◆年間の授業実践のまとめとして、指導案集を作成・配布する。 

 

５ 

 

５ 

授業改善ＰＤＣＡサイクルの確立 

学力向上推進ＰＴ（プロジェクトチーム） 

授

業

改

善

計

画

の

作

成 

教

科

間

・

学

年

間

の

連

携 



学力向上推進ＰＴ授業公開の参加体制 
 

 公開授業等 

学力向上支援教員（小学校国語） 年３回（１回は必ず拠点校の校内研修を兼ねて）（１回は必ず訪問校において） 

年１回 市学力向上研修会学年別分科会で指導案検討・作成 

習熟度別指導教員（中学校数学） 年３回（１回は必ず勤務校の校内研修を兼ねて） 

習熟度別指導教員（中学校英語） 年１回 市学力向上研修会教科別分科会で教材・指導案検討 

 

種 別 年間参加体制 

小学校教諭（青江小学校） 自校校内研修＋中学校数学・英語・小体育に計 2回以上 

小学校教諭（青江小以外の小学校） 

 
小学校国語・中学校数学・英語・小体育に計２回以上 

中学校教諭（国語科教諭） 

 
小学校国語・中学校数学・英語に計２回以上 

中学校教諭（数学科教諭） 

 
中学校数学・中学校英語・小学校国語に計２回以上 

中学校教諭（英語科教諭） 中学校英語・中学校数学・小学校国語に計 2回以上 

中学校教諭（上記の教科以外） 中学校数学・中学校英語・小学校国語に計 2回以上                     

 

 

 公開授業参観➡「授業改善テーマ」設定➡単元計画・指導案作成 

 

  

授業実践（日常的に授業改善に挑戦・授業観察・互見授業・提案授業） 

 

 

 授業観察指導・事後研究会（より良い授業に向けての指摘・意見交流） 

 

  

授業者の見直し 

（児童生徒の学びの姿や「児童生徒による授業評価」をもとにした振り返り） 

 

  

 整合性のある「めあて・課題」と「振り返り・まとめ」の位置づけ、   

低学力層への手立てなどのさらなる授業改善策 

                                          ６        

学力向上推進ＰＴの公開授業   ＰＤＣＡ 

Ｐ 

Ｄ 

Ｃ 

Ａ 



 

 

 

 

 

 

学習環境 

□ チリのない廊下や階段 

□ きれいな黒板  

□ ＵＤを意識した教室前面 

□ 整頓された机とイス・ロッカー 

学習規律 

□ チャイム開始 

□ 目と耳で聴く 

□ 話型を意識した話し方 

□ 学習用具の準備（授業に不必要なものは持ってこない） 

学力向上指導 

□ 授業構成の確立「導入―展開―終末（確認テスト）」 

   □ 板書の構造化「『めあて』と『振り返り』、『課題』と『まとめ』を板書に 

位置づけるプレートの利用 

    □ 互見授業での授業観察シートの活用 

    □ 生活（連絡）ノートへの記入の徹底（宿題の確認） 

家庭学習 

□ 個に応じた課題（データベース等の活用） 

    □ 家庭との連携強化 

 

 

                 

 ７ 

 

 

学力向上推進ＰＴより発信➡各校で周知➡実践 

学びに向かう力を育むための共通指導事項 

津久見スタンダード 

4 点セット 



 

 

 

 ８ 

 

 

津久見市算数・数学「問題解決型」授業モデル案 



 

 

 

 

児童生徒による授業評価 
 児童生徒による評価の項目は、「授業者に対して」「児童生徒自身に対して」「学習集団に対して」の

３つに分類できます。津久見市では、児童生徒や学校の実態に応じてこれらを組み合わせたものを

実施していきます。 

【児童生徒による授業評価項目例】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

○授業者についての評価 

 ◆授業のめあてがはっきりしていた。 

 ◆先生の説明はわかりやすかった。 

◆授業の内容が、分かりやすく黒板に書かれていた。 

○児童生徒自身についての評価 

 ◆学習内容が理解できた。 

◆先生や友達の説明をしっかり聞くことができた。 

○学習集団についての評価 

 ◆班で協力して○○することができた。 

◆お互いの意見をしっかり聞き、話し合いを進めることができた。 

津久見市版「新大分スタンダード」に基づく授業観察シート 

 



 

小学校高学年(５・６年)における授業交換による 

教科担任制実施に向けて（２年次） 

～複数の教員で関わり、児童一人一人に確かな学力を～ 

【実施上の留意点】 

 津久見市教育委員会では、次に示すような効果を期待し、平成 28 年度から平成 30 年度にかけて 

３か年計画で、授業交換による教科担任制の実施・確立を目指します。(津久見スタイル) 

○学年に複数の学級がある高学年(５・６年)において、すべての教科のうち２教科以上で 

授業交換（国語・社会・算数・理科・外国語活動の５教科のいずれかを可能な限りいれて）を

行う。 

○年間を通して、計画的に実施する。 

○複数の教科の指導力を高めるため、可能な限り学期等で 

担当教科を交代・変更するなどの工夫を行う。 

【期待される効果】 

 ○教材研究の充実による、よりよい授業の実現 

   担当する教科の研究や準備に多くの時間をあてることができるため、授業の質が高まるととも

に、１つの指導案で複数回の授業を行うことで、教員の授業力の向上が期待できます。 

 ○複数の教員による多面的な児童理解に基づく組織的な指導の充実 

   より多くの教員が児童に関わることにより、児童のよさや課題を多面的な視点からとらえるこ

とができるため、一人一人に応じた学習・生徒指導が期待できます。 

 ○組織力の強化 

   必然的に連携の機会が多くなり、教員の連携が強まり、組織力の向上が期待できます。 

 ○中学校の授業形態へのスムーズな移行(中１ギャップの解消) 

   教科担任制を小学校で体験することにより、中学校進学後も教科担任制へのスムーズな移行が

期待できます。 

 

 ※単学級の学年においても、隣学年同士で授業交換をするなど、２学年にまたがって教科を担任す

ることにより、児童の人間関係や学習経験が広がり、教科の系統性を意識した教材研究や学習指

導の充実が期待できます。 

【授業交換例】 

 国語 算数 社会 理科 家庭 体育 

６年１組

（Ａ） 
Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ 

６年２組

（Ｂ） 
Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

   ※国語、算数で交換授業（社会、理科の交換授業も可能） 

１０ 

 


